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本セミナーでは、異分野融合研究の創出に向けた研究力分析の活用可能性として、金
沢大学ナノ生命科学研究所（NanoLSI）のナノプローブ生命科学研究と、研究力分析ツール
SciValを用いた科研費分野分析の２つの事例を紹介いたします。

セミナーの前半では、金沢大学先端科学・イノベーション推進機構URAの佐藤智哉氏を
お招きし、文部科学省WPIプログラムにて世界トップレベル研究拠点として採択されたナノ
生命科学研究所（NanoLSI）におけるプレアワード業務とポストアワード業務で、どのように

研究力分析が活用されてきたかご紹介いただきます。とりわけ、「異分野融合力を測る」と
いう問題意識のもと行っているScivalの使用例を説明いただきます。

セミナーの後半では、エルゼビア・ジャパン株式会社ソリューションコンサルタントの佐藤
より、研究力分析ツールSciValを用いた科研費分野分析の事例をご紹介いたします。特に、
SciValの新機能「科研費審査区分に対応した論文・ジャーナルの分野分類（KAKEN分野分

類）」を用いて、教員や部局の研究分野の多様性や、異分野融合による研究トピックの成
長可能性等を分析する方法についてご紹介いたします。

異分野融合研究の企画や評価、広報等の研究支援活動に取り組む方や、科研費関連
データ等を用いた研究力分析に関心をお持ちの方のご参加をお待ちしています。
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授業支援「授業開発・実施」「インターンシップ支援」等

ＣＯＣやEDGE事業などで授業開発や企業との教育プログラム連携を行って

いるＵＲＡの方とネットワーク形成を行うことが目的です。授業開発ノウハウの
相談や教材開発などの共有が可能かなどの意見交換を行います。

以下の取組支援を行っている方はぜひ、ご出席ください。

①産学連携授業（ステークホルダー介在型）支援

②インターンシップ等学外教育活動支援

③学外でのファシリテーター業務

④教育評価開発（教育ＩＲ含む）支援

また、デザイン思考やファシリテーター業務を行っている方とのネットワーク
形成もおこないたいので、ご出席よろしくお願いします。

オーガナイザー

安部恵祐：大分大学・全学研究推進機構・助教/URA

2008年熊本大学 自然科学研究科修了。2008年より熊本大学GCOE‐RAで
医工連携の融合研究を推進。2014年に岐阜大学でURAとなる。2015年より
大分大学でURA(助教)を行い、外部資金獲得・ＣＯＣ＋事業・ダイバーシ
ティ事業の採択と推進をしている。また、IR委員も行い、研究戦略の企画・

運営を行う。また、現在、産学官金連携教員として、ＭＯＴやオープンイノ
ベーションに関する授業を４科目担当。さらに、教育ポートフォリオ開発研
究も行っている。


